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(百万円未満切捨て)

１． 平成31年５月期第３四半期の業績（平成30年６月１日～平成31年２月28日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年５月期第３四半期 1,586 4.9 6 ― △7 ― △6 ―

30年５月期第３四半期 1,511 2.6 △6 ― △23 ― △24 ―
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年５月期第３四半期 △3.59 ―

30年５月期第３四半期 △13.60 ―

　

　
（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年５月期第３四半期 2,609 435 16.6

30年５月期 2,531 442 17.4

(参考) 自己資本 31年５月期第３四半期 433 百万円 　30年５月期 439 百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年５月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

31年５月期 ― 0.00 ―

31年５月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成31年５月期の業績予想（平成30年６月１日～平成31年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,099 2.2 1 △78.2 △21 ― 4 △31.9 2.54

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年５月期３Ｑ 1,807,172株 30年５月期 1,807,172株

② 期末自己株式数 31年５月期３Ｑ 740株 30年５月期 720株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年５月期３Ｑ 1,806,448株 30年５月期３Ｑ 1,806,508株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想

の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算短信（添付資料）３ページの

「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間（平成30年６月１日から平成31年２月28日まで）におけるわが国の経済は、中国景気の減

速による影響で輸出の伸び悩みが見られるものの、ゆるやかな回復基調にあり、個人消費や設備投資など国内需要

は堅調な持ち直しをみせています。また、相次ぐ自然災害を背景にした消費者マインドの悪化や、訪日観光客の減

少によるインバウンド消費の減少も緩やかな回復基調となり持ち直しの兆しが見られます。

洋菓子業界、とりわけ当社におきましては、需要の季節変動が大きく、夏場にあたる第１四半期会計期間に需要

が最も落ち込み、クリスマス等のイベントがある12月を含む第３四半期会計期間に需要が最も高まる傾向にありま

す。

このような経営環境のなか、当社は４つの販売チャネル、「飲食店等（プロ）向け業務用スイーツ事業(業務用チ

ャネル)」、「宅配向けスイーツ事業（宅配用チャネル）」、「小売市場向けスイーツ事業（小売用チャネル）」、

「海外向けスイーツ事業（輸出チャネル）」のそれぞれについて、新規及び既存取引の拡大に努めてまいりまし

た。その結果、12月単月の売上高は305,161千円（前年同期は297,595千円、7,566千円の増収、対前年同月比2.5％

増）と単月の売上高として過去最高となりました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は1,586,442千円（前年同期は1,511,636千円、74,806千円の増収（対

前年同期比4.9％増））、営業利益は6,616千円（前年同期は営業損失6,262千円、12,879千円の改善）、経常損失は

7,895千円（前年同期は経常損失23,957千円、16,061千円の改善）、四半期純損失は6,489千円（前年同期は四半期

純損失24,577千円、18,087千円の改善）となりました。

なお、当社が重要業績評価指標と位置付けているEBITDAについて、当第３四半期累計期間では98,503千円（前年

同期は81,112千円、17,391千円の増加）、EBITDAマージンは6.2％（前年同期は5.4％、0.8ポイント上昇）となりま

した。

※EBITDA＝営業利益+減価償却費等の非現金支出費用

※EBITDAマージン＝EBITDA÷売上高

なお、当社は冷凍洋菓子事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会計

期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前事業年度末の数値で比較を行っております。

(資産)

資産合計は、前事業年度末に比べ78,318千円増加し2,609,650千円となりました。これは主に、現金及び預金が

143,365千円増加、売掛金が12,956千円減少、建物が37,532千円減少したことによるものであります。

(負債)

負債合計は、前事業年度末に比べ84,833千円増加し2,173,872千円となりました。これは主に、短期借入金が

100,000千円増加、長期借入金が27,955千円増加、社債が26,000千円減少したことによるものであります。

(純資産)

純資産合計は、前事業年度末に比べ6,514千円減少し435,777千円となりました。これは主に、当第３四半期累計

期間に四半期純損失を6,489千円計上したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末に比べ143,365千円

増加し、405,143千円となりました。

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果獲得した資金は86,471千円（前年同四半期は1,095千円の使用）となりました。これは主に、税引

前四半期純損失7,395千円及び減価償却費91,916千円を計上したことのほか、売上債権の減少19,519千円、未払消費

税の減少10,673千円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　 投資活動の結果使用した資金は45,043千円（前年同四半期は205,375千円の使用）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得による支出42,943千円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果獲得した資金は101,937千円（前年同四半期は218,942千円の使用）となりました。これは主に、

短期借入金の純増加額100,000千円によるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間における業績の進捗及び市場環境等を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成30年

７月13日付の当社「平成30年５月期 決算短信〔日本基準〕(非連結)」で発表いたしました平成31年５月期の通期

の業績予想を修正しております。詳細は平成31年４月５日に開示いたしました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」をご参照ください。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成30年５月31日)

当第３四半期会計期間
(平成31年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 261,777 405,143

売掛金 263,907 250,950

電子記録債権 11,434 4,872

たな卸資産 239,939 245,505

その他 10,772 5,366

貸倒引当金 △182 △162

流動資産合計 787,649 911,675

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 951,890 914,357

機械及び装置（純額） 337,733 341,501

土地 314,213 314,213

その他（純額） 108,265 94,027

有形固定資産合計 1,712,102 1,664,099

無形固定資産 3,972 4,252

投資その他の資産

投資有価証券 139 128

破産更生債権等 556 556

投資不動産（純額） 16,953 16,759

その他 9,680 12,139

貸倒引当金 △515 △515

投資その他の資産合計 26,814 29,069

固定資産合計 1,742,889 1,697,420

繰延資産 792 553

資産合計 2,531,331 2,609,650

負債の部

流動負債

買掛金 161,585 156,138

短期借入金 200,000 300,000

1年内償還予定の社債 26,000 31,500

1年内返済予定の長期借入金 91,980 97,937

未払法人税等 413 619

賞与引当金 4,440 -

その他 121,120 113,681

流動負債合計 605,540 699,875

固定負債

社債 31,500 -

転換社債型新株予約権付社債 219,912 219,912

長期借入金 1,228,224 1,250,222

退職給付引当金 3,862 3,862

固定負債合計 1,483,498 1,473,996

負債合計 2,089,039 2,173,872
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(単位：千円)

前事業年度
(平成30年５月31日)

当第３四半期会計期間
(平成31年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 176,310 176,310

利益剰余金 163,784 157,294

自己株式 △430 △448

株主資本合計 439,664 433,156

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 43 36

評価・換算差額等合計 43 36

新株予約権 2,584 2,584

純資産合計 442,291 435,777

負債純資産合計 2,531,331 2,609,650
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成29年６月１日
　至 平成30年２月28日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年６月１日
　至 平成31年２月28日)

売上高 1,511,636 1,586,442

売上原価 1,115,549 1,160,392

売上総利益 396,087 426,049

販売費及び一般管理費 402,349 419,433

営業利益又は営業損失（△） △6,262 6,616

営業外収益

受取利息 0 10

受取配当金 2 1

受取家賃 621 526

受取補償金 543 711

物品売却益 418 376

助成金収入 4,076 7,167

その他 2,024 145

営業外収益合計 7,686 8,938

営業外費用

支払利息 24,695 22,676

その他 686 774

営業外費用合計 25,381 23,451

経常損失（△） △23,957 △7,895

特別利益

補助金収入 - 500

特別利益合計 - 500

税引前四半期純損失（△） △23,957 △7,395

法人税、住民税及び事業税 619 619

法人税等調整額 - △1,526

法人税等合計 619 △906

四半期純損失（△） △24,577 △6,489
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成29年６月１日
　至 平成30年２月28日)

当第３四半期累計期間
(自 平成30年６月１日
　至 平成31年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △23,957 △7,395

減価償却費 86,932 91,916

退職給付引当金の増減額（△は減少） △195 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） 452 △19

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,131 △4,440

受取利息及び受取配当金 △2 △12

支払利息 24,695 22,676

社債発行費償却 126 126

新株予約権発行費償却 112 112

補助金収入 - △500

助成金収入 △4,076 △7,167

売上債権の増減額（△は増加） 22,668 19,519

たな卸資産の増減額（△は増加） △102,193 △5,565

その他の資産の増減額（△は増加） 16,619 1,369

仕入債務の増減額（△は減少） 17,594 △5,447

未払金の増減額（△は減少） △3,429 4,972

未払消費税等の増減額（△は減少） 16,450 △10,673

その他の負債の増減額（△は減少） △7,015 △1,962

小計 32,650 97,509

利息及び配当金の受取額 2 12

利息の支払額 △24,101 △22,464

法人税等の支払額 △13,723 △413

法人税等の還付額 - 4,160

助成金の受取額 4,076 7,167

補助金の受取額 - 500

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,095 86,471

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △203,880 △42,943

無形固定資産の取得による支出 △1,893 △1,100

長期貸付けによる支出 - △1,400

長期貸付金の回収による収入 - 170

その他 399 230

投資活動によるキャッシュ・フロー △205,375 △45,043

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の増減額（△は減少） △200,000 100,000

長期借入れによる収入 110,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △64,442 △72,045

社債の償還による支出 △64,500 △26,000

自己株式の取得による支出 - △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △218,942 101,937

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △425,412 143,365

現金及び現金同等物の期首残高 657,940 261,777

現金及び現金同等物の四半期末残高 232,527 405,143
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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